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メガシティ（巨大都市群）の時代・・・ 



ドバイ・シティ・タワーとブルジュ・ハリーファ 

ドバイ・シティ・タワーは完成すると2,400mの高さとな 

る予定で、2011年時点で建設予定の建築物の中で 

は最も高い設計となっており、世界一高いビルである 

ブルジュ・ハリーファの約3倍である。・・・・使用電力の 

予測量は、年間37,000 MWh、ピーク時は15 MW・・・・ 

                    （ウキペディアより引用） 

★ブルジュ・ハリーファ：アラブ首長国連邦ドバイにあ 

る、世界一高い超高層ビルである。・・・・2010年10月 

の段階で、900戸のマンションのうち825戸が空室のま 

まであり、「高さ600メートルの幽霊屋敷」とも揶揄され 

                            ている・・ 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%BB%E3%83%8F%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%82%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%B8%E3%83%A5%E3%83%BB%E3%83%8F%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%95%E3%82%A1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%BD%E9%9C%8A%E5%B1%8B%E6%95%B7




深刻化する地球環境問題 

 



世界の原発事故 （巨大リスク社会・・・） 





    悠久の歳月の中で蓄えられてきた化石燃料が、 

    一瞬のうちに消費し尽くされる・・・・ 



持続可能性： 環境的な適正とは？ 
      ＊ハーマン・デイリー（エコロジー経済学）の基本的３条件 

• 枯渇性資源 ： 資源消費をできる限り再生可能資 

           源に代替する 

 

• 再生可能資源： 消費量を再生可能資源の再生量 

            の範囲内におさめる 

                           ＜循環型社会・経済への転換＞  

 

• 環境汚染物質： 排出量を抑え、分解・吸収・再生 

            の範囲内に最小化・無害化する  
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気候変動枠組み条約、生物多様性条約、
リオ宣言、アジェンダ２１、森林原則声明
など国際環境レジーム（体制）を形成 

★ 従来の発展様式（化石燃料型文明）が、気候条約 

 によって終止符、転換を迫られている。 

 

  ★ 人間中心（単線系モノカルチャー型文明）から、 

    多様性と循環に基づく生命文明の再構築へ。 

双子の条約
の意義 

地球サミット（1992） 



環境の限界に再調整を迫られる世界 

・・・・逸脱期 ⇒調整期？ ⇒ 安定・調和期？？ 



エネルギー転換の意味する事柄 

＊現在の化石燃料ほど大量に、安くエネルギーを供給する能力をもった 

 代替エネルギー源は（再生可能その他）ない。 

＊これまで、石油、天然ガスと石炭のそれぞれの特性に合わせるよう、 

 交通や電力、食料システムのインフラや建物のストックを設計し建て 

 てきたことから、異なるエネルギー源に移行するためには、これらの 

 システムの多くのインフラを再設計しなおす必要がある。 

（2050年脱化石燃料経済は、今日の社会・経済と著しく異なる） 

 

 

■ 都市のデザイン、土地利用パターン、食料システム、
生産と輸送ネットワーク、雇用市場、交通システム、
医療保険、旅行、その他・・・ 





農村・都市・スラム人口の今後の推移 

 



膨張する都市、停滞・縮小する都市 

 



都市の未来をどう見るか？ 



人為と自然をどう調整するか 
（半自然・農的領域の編成が鍵となる） 

人工環境 

（都市的領域） 

 半自然（２次的自然） 

原生的自然 



      モノカルチャー型文明 
    ＜価値の画一化・標準化・序列化＞ 

    による自然支配・管理の拡大・膨張 

 

     

 

 劣ったもの・後れたもの・捨て去るべき無価値な存在 

     （ ＝ 絶滅危惧種  ） 

   追いやられてきた存在に、新たな価値の光があたる 

 

 先住民の権利、小農民の権利の復権、伝統・文化の再発見 

  生物多様性条約に内在する潜在的可能性    

文化多様性というもう
一つの領域との融合  

文化多様性条約 
（UNESCO, 2007~） 



バイオテクノロジー（遺伝子操作）,ジオ 

エンジニアリングﾞ（地球・気候工学）, 

REDD+, ﾊﾞｲｵﾏｽ , ･･･ 

  生物多様性条約会議
（COP10,2010)in名古屋 



食と環境の安全に
新たな脅威：GMO 

人類は環境と安全性を犠牲にし 

ないで、地球上で調和的に暮ら 

すことができるのだろうか？ 





「食と農」めぐる考え方の対立 

   「フード・ウォーズ」の時代 

 食の未来： パラダイムの攻め合い 

 

・生産拡大主義（もっともっと欲望拡大） 

    ↓↓ 

 

●ライフサイエンス（操作）主義 

   （生命・自然の管理・支配） 

●エコロジー主義 

   （自然の力・調和関係の尊重） 



 





流通・消費における２つの展開 
（ファストフード 対 スローフード） 

 

Fast Food Nation 
 

by Eric Schlosser  

 

                           Slow  Food  movement 

  

      

 

 

  Fast  Food                         

スロー・フード運動は、１９８６年にイタリアで、ファスト・フードに
象徴される効率至上主義の食品産業や食文化に対抗して、伝
統的な食品製造技術とその食品をゆっくりと味わう喜びを守る
運動として出発した。運動のシンボル、”かたつむり”がよくその
性格を表している。 



食と農における２つの展開方向 

     「生物・生態系」→「人間生態系」→「農業生態系」の形成   

 

★ 単一・極大化の展開指向：（新大陸・自然征服：排除・支配型） 

 

☆ 複合・バランス調整の展開指向：（旧大陸・アジア：共生･共存型） 

 

  ･・・・・・・・・・・・・・・・・・・･・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

新大陸・自然征服（アメリカ）型の優位・拡大 →それらの世界的展開 

 

近代化の流れ →●単一価値のモノカルチャー的展開（多様性の破壊） 

 

 

 



人類社会の展開方向は？ 

★ 単一・極大化の展開指向：（新大陸：自然征服・排除・支配型） 

☆ 複合・バランス調整の展開指向：（旧大陸：共生･共存型） 

    ＜２つ潮流の攻め合い：グローバリゼーションの展開軸＞ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「モノ」の豊かさ → 「こころ」の豊かさ → 「社会」の豊かさ？ 

社会をどう創っていくか：新たな可能性（社会ﾋﾞｼﾞｮﾝの模索） 

 

●共に生きる思想、社会形成、世界のあり方とは・・・ 

  ＊利己主義的世界？   ・・・・ 部分（個）還元主義 

  ＊利他主義的世界？   ・・・・ 全体（社会）調和主義 

  ＊自由と抑圧？       ・・・・ 解放・支配・自律 

 



 



日本における伝統的な循環型社会形成 

（江戸時代から戦前・戦後初期） 



環境順応・リサイクル社会としての江戸 



 
• 東アジア４千年の永続農業 

 

• アメリカの土壌物理学のＦ．
Ｈ．キング（1848～1911）
は、今から1世紀前の
1909年（明治42年）に日
本、中国、朝鮮の農業を
視察し、アメリカ人の目で
初めて、東アジア農業に
光を当てた。 

 

•  川と灌漑による水の巧
みな利用、下肥、山の草
木、クローバ緑肥、河川の
底土など地域資源の徹底
活用、輪作や混植、丁寧
な栽培管理など、東アジア
の農民が長年かけて築い
てきた農法、地域資源を
活かした循環型農業に着
目した。 

 
• １９７０年代、米国の有機農業運動を

契機に復刊。  

• 日本での邦訳の再復刊、 

• 農文協 全２冊、2009年） 





ゼロエミッション（廃棄物ゼロ）モデル：国連大学 

 



 



「森（川）・里・海」を結ぶ 
生命地域主義 
（バイオリージョナリズム） 
 



コウノトリ育む農法（兵庫県豊岡市） 
自然と共生し、環境と経済の調和的発展をはかる取り組み 



食料システム（脱炭素・ローカル・資源循環） 

• 工業的食料システムは、人力を激減させ安価で豊富な
食料生産を実現した。それはトラクター燃料や肥料、殺
虫剤、除草剤と各種の輸送・加工の面で、多大な化石燃
料に依存している 

• 現在の食料システム（米国の場合）は、人為活動による
温室効果ガス排出量の20%以上となっている 

                ↓ 

•  新たな農業技術（有機農業・環境保全型）、新たな農民、 

  生産と消費に関わるローカル化への全面的展開 

 

 土地政策、新たな農民像・消費者教育、財政支援、
地域の食料加工、流通、ローカル市場の形成 

 



ローカルな市場の多様な形成 



産消提携、食・農循環型農業のアジア・世界への広がり 

 



 
 米国加州：種から食卓へ、そしてふた
たび種へとつなぐ生命（いのち）の循環
を教える菜園学習 が注目される。 

 

 食べられるガーデンによって豊かに 

変わった教師と生徒との関係、学校 

と地域との関係、プロジェクトに関わっ
た教師たちがそれぞれの体験を語る。 

 

 食育菜園プロジェクトは、カリフォ
ルニア州だけでも幼稚園から大学
まで3,000校以上もの学校のスクー

ル・ガーデンで行われ、大きな効果
をあげている。 



食と農の多様性：自然生態系と文化生態系の織りなす世界 

ミラノからアドリア海を結ぶエミリア「美食街道」：パルマ・モデナ・ボローニャ  





  

http://www.kannet-sai.org/enegy-forum_chirashi.pdf


 
• ＊谷戸田サポーター制度：自然農による

自給稲作団体実習＋里山保全活動 

•  

＊期間：２０１３年３月（準備始動）～／４
月（正式始動）～翌年３月 

•  

＊場所：横浜市青葉区寺家ふるさと村最
奥端谷戸田（所在地は東京都町田市） 
 

• ・東急田園都市線青葉台駅北口バス乗り
場３１系鴨志田団地行終点から徒歩５分 

・東名高速横浜青葉ＩＣより約５ｋｍ 

• ＊主催：特定非営利活動法人 農に学ぶ
環境教育ネットワーク 

＞http://www.nounimanabu.net/ 

＊共催：一般社団法人 都市生活者の農
力向上委員会 

• ＊規模：谷戸田１枚（平均２畝）×６枚 

＞希望団体多数の場合は別途＋開墾整
備可能 

 



キューバの実験と循環型社会 
 



再生可能エネルギー１００％を目指す 

デンマーク 
＊デンマーク電力の24%は風力発電によって供給。 

 1980年、デンマークのオーフス近郊にあるニーソルビヤで初めての「風力協同組

合」が設立された。 「風力協同組合」とは、風車を協同組合の方法で共有、
2000年のデンマークの風力発電のおよそ80%が協同組合もしくは個人所有と
いう形態になって広がった。 

＊ドイツでも、「エネルギー協同組合」が再生エネルギー普及に大きく貢献した。  

     ６６（2001年）→５８６（2011年）（AEE2012） 

 

＊デンマーク政府は2050年に 

  再生可能エネルギー100% 

   を実現する戦略プランを公表 

   (2011,12) 

  （Energy Strategy 2050） 



  拡がる市民出資の自然エネルギー 
                                        出典：「おひさまファンド」サイト 

 



 



第三次産業 

第二次産業 

第一次産業 

第三次産業 

第二次産業 

第一次産業 

  

  

多元的
サービス 

自然・生命
循環型産業 

自然資本・生態系
サービス 

従来型の産業
ピラミッド発展 

生態系ピラミッド 脱成長・自然共生社会 

人間・社会経済系の推移 



 



出典：「日本の里山・里海評価」2010 

４つの未来シナリオ 

←技術志向 自然志向→ 

自然循環の共生社会 


